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「
馬
脚
を
露
わ
す
」
考
論

千
田
大
介

は
じ
め
に

「
馬
脚
を
露
わ
す
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
悪
事
が
露
見
す
る
、
正
体
が
ば
れ
る
、
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
成
語
で
あ
る
。
小
学

館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
二
〇
〇
三
年
）
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

（
芝
居
の
馬
の
あ
し
の
役
者
が
姿
を
見
せ
て
し
ま
う
意
か
ら
）
つ
つ
み
隠
し
て
い
た
事
が
あ
ら
わ
れ
る
。
ば
け
の
皮
が
は
が
れ
る
。

し
り
が
割
れ
る
。
…
…
…
…

＊
元
曲
―
陳
州
糶
米
・
第
三
折
「
這
一
来
則
怕
我
們
露
出
馬
脚
来
了
」

歌
舞
伎
で
は
二
人
の
役
者
が
馬
の
衣
装
を
着
け
、
そ
れ
ぞ
れ
前
脚
・
後
脚
と
な
る
こ
と
で
馬
を
演
ず
る
が
、
そ
の
演
技
が
上
手
く
い
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か
ず
に
中
の
人
が
見
え
て
し
ま
う
こ
と
が
語
源
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
我
が
国
で
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
多

く
の
国
語
辞
典
・
諺
辞
典
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
こ
の
説
明
は
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。
元
曲
の
用
例
を
引
い
て
、
こ
の
語
が
中
国
に
由
来
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
が
、
中
国
の
伝
統
演
劇
で
は
一
般
に
人
が
馬
に
扮
す
る
演
出
は
採
用
さ
れ
ず
、
演
劇
史
を
通
観
し
て
も
「
馬
の
あ
し
の
役
者
」
な
る

役
ま
わ
り
が
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
考
論
で
は
、
ま
ず
中
国
の
伝
統
演
劇
に
お
け
る
乗
馬
の
表
現
の
歴
史
を
概
述
し
て
、
我
が
国
の
歌
舞
伎
と
ま
っ
た
く
様
相
が
異
な

り
、「
馬
の
あ
し
の
役
者
」、
歌
舞
伎
用
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
馬
の
脚
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
中
国

に
お
け
る
「
露
馬
脚
」
の
語
源
に
関
す
る
説
や
先
行
研
究
を
紹
介
・
検
討
し
、
さ
ら
に
明
代
に
お
い
て
「
露
馬
脚
」
の
表
現
が
定
着
し

た
時
期
や
過
程
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
考
察
し
た
い
。

一
．
中
国
伝
統
演
劇
に
お
け
る
乗
馬
の
表
現

一
・
一
　
雑
劇
と
竹
馬

現
在
、
中
国
の
京
劇
・
崑
曲
な
ど
の
伝
統
演
劇
で
は
、
馬
鞭
に
よ
っ
て
抽
象
的
に
乗
馬
を
表
現
し
て
い
る
が
、
元
・
明
の
雑
劇
の
乗

馬
表
現
と
し
て
一
般
的
で
あ
っ
た
の
は
、
竹
馬
で
あ
る
。
竹
馬
と
い
っ
て
も
、
現
代
日
本
で
一
般
的
な
、
二
本
の
竿
に
横
木
を
取
り
付

け
た
遊
具
で
は
な
く
、
一
本
の
竹
竿
の
片
方
に
馬
の
頭
を
模
し
た
部
品
を
取
り
付
け
て
跨
が
る
も
の
、
あ
る
い
は
竹
を
編
ん
で
布
で
覆

い
馬
の
首
や
胴
体
を
か
た
ど
っ
た
道
具
を
腰
に
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
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「馬脚を露わす」考論

台
本
資
料
で
は
、『
元
刊
雑
劇
三
十
種（

（
（

』
の
ト
書
き
に
竹
馬
が
見
え
る
。

元
・
楊
梓
『
承
明
殿
霍
光
鬼
諫
』
第
二
折
。

正
末
、
竹
馬
に
騎
っ
て
登
場（

（
（

。

元
・
金
仁
傑
『
蕭
何
月
夜
追
韓
信
』
第
二
折
。

正
末
、
剣
を
背
い
竹
馬
児
を
蹅
ん
で
登
場（

（
（

。

蕭
何
、
竹
馬
児
を
蹅
ん
で
登
場（

（
（

。

明
の
趙
琦
美
旧
蔵
の
、
い
わ
ゆ
る
脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
は
、
多
く
が
明
朝
宮
廷
の
雑
劇
台
本
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
ト

書
き
に
は
乗
馬
に
関
す
る
指
示
が
多
数
見
え
る
。
以
下
、
二
例
を
引
く（

（
（

。

元
・
関
漢
卿
『
状
元
堂
陳
母
教
子
』
第
一
折
。

大
末
が
官
人
に
扮
し
て
、
馬
児
を
跚
み
、
従
者
を
従
え
て
登
場（

（
（

。

元
・
高
文
秀
『
保
成
公
径
澠
池
会
』
第
四
折
。
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正
末
、
廉
頗
と
と
も
に
馬
児
を
躧
み
登
場（

（
（

。

「
正
末
」・「
大
末
」
は
雑
劇
の
役
ま
わ
り
で
、
立
ち
役
に
相
当
す
る
。「
折
」
は
、

幕
に
相
当
す
る
。「
蹅
」・「
躧
」・「
跚
」
は
い
ず
れ
も
踏
む
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、

当
時
は
細
か
な
演
じ
方
の
違
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
の
一
部
に
は
、
役
者
の
衣
装
・
道
具
の
一
覧
で
あ
る

「
穿
関
」
が
付
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
も
竹
馬
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、

元
・
鄭
徳
輝
『
立
成
湯
伊
尹
耕
莘
』
第
三
折
の
穿
関
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

正
末
伊
尹　

兎
児
角
幞
頭
、
補
子
円
領
、
帯
、
帯
剣
、
三
髭
髯
、
躧
馬
児

「
躧
馬
児
」
が
こ
こ
で
は
竹
馬
の
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

図 1　「明憲宗元宵行楽図巻」（部分）

以
上
の
よ
う
に
、
元
・
明
代
の
雑
劇
で
は
、
乗
馬
の
表
現
に
竹
馬
が
使
わ
れ
て
い
た
。

一
九
六
六
年
に
蘇
州
市
虎
丘
付
近
の
明
代
の
墳
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
明
憲
宗
元
宵
行
楽
図
巻（

（
（

」
に
は
、
演
劇
の
上
演
風
景
が
描
か

れ
て
い
る
（
図
1
）。
憲
宗
、
す
な
わ
ち
成
化
帝
が
在
位
し
た
十
五
世
紀
後
半
（
一
四
六
五
～
一
四
八
七
年
）
の
宮
廷
演
劇
の
上
演
を

描
い
た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
元
の
鄭
光
祖
の
雑
劇
『
虎
牢
関
三
戦
呂
布
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
画
中
の
劉

備
・
関
羽
・
張
飛
お
よ
び
呂
布
は
い
ず
れ
も
竹
馬
を
用
い
て
お
り
、
現
在
の
京
劇
や
崑
曲
の
舞
台
と
は
か
な
り
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
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「馬脚を露わす」考論

一
・
二
　
早
期
南
戯
曲
に
お
け
る
乗
馬
の
表
現

北
曲
を
唱
う
雑
劇
は
、
金
末
に
山
西
で
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
同
時
期
、
南
宋
の
領
域
で
も
浙
江
で
南
曲
を
唱
う
演
劇
が
形
成

さ
れ
た
。
南
曲
を
唱
う
台
本
の
う
ち
、
南
宋
か
ら
明
初
に
か
け
て
作
ら
れ
た
初
期
の
も
の
を
「
戯
文
」、
あ
る
い
は
「
南
曲
戯
文
」
略

し
て
「
南
戯
」
と
称
す
る
。
北
曲
で
は
同
じ
調
の
曲
牌
（
定
型
の
歌
曲
）
を
組
み
合
わ
せ
て
套
曲
（
組
曲
）
を
作
る
規
則
が
、
か
な
り

厳
密
に
定
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
戯
は
比
較
的
緩
や
か
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
南
戯
の
ス
タ
イ
ル
が
、
北
曲
の
影
響
も
う
け
つ

つ
次
第
に
整
っ
た
結
果
、「
伝
奇
」
へ
と
発
展
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
南
戯
と
伝
奇
と
の
区
別
は
さ
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
、

白
話
小
説
に
お
け
る
「
話
本
」
と
「
擬
話
本
」
と
同
様
に
、
主
観
的
な
評
価
が
入
り
込
む
余
地
が
大
き
い
。

さ
て
、
現
存
す
る
早
期
南
戯
に
は
、『
永
楽
大
典
』
に
収
録
さ
れ
る
『
張
協
状
元
』・『
宦
門
子
弟
錯
立
身
』・『
小
孫
屠
』
の
三
種
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
張
協
状
元（

（
（

』
に
以
下
の
よ
う
な
乗
馬
の
場
面
が
あ
る
。

（
末
登
場
し
て
唱
う
）【
三
台
令
】
一
声
太
鼓
を
叩
け
ば
ド
ン
ド
ン
と
、
一
発
銅
鑼
を
鳴
ら
せ
ば
ゴ
ン
ゴ
ン
と
。（
丑
登
場
し
て
迎

え
る
）
馬
に
跨
が
れ
ば
ソ
ソ
ク
サ
と
。（
末
）
旦
那
さ
ま
は
馬
上
で
意
気
揚
々
。（
セ
リ
フ
）
馬
引
き
の
小
者
も
そ
ろ
っ
て
合
わ
せ

る
。（
丑
）
馬
の
蹄
は
忠
実
に
。（
末
）
自
ら
炒
め
て
自
ら
売
る
。（
合
唱
）
バ
ン
バ
ン
パ
カ
、
バ
ン
バ
ン
パ
カ
パ
カ
バ
ン
。
…
…

【
林
裏
鶏
】
山
を
過
ぎ
て
は
川
を
渡
る
。（
合
唱
）
川
の
小
橋
を
サ
ッ
サ
と
す
ぎ
る
、
馬
の
蹄
が
歩
む
下
。（
丑
）
心
配
だ
、
馬
が

弱
く
て
路
が
険
し
い
。
お
ま
え
を
蹴
り
殺
し
て
も
、
私
は
知
ら
ぬ
こ
と
。
お
ま
え
を
蹴
り
殺
し
て
も
、
私
は
知
ら
ぬ
こ
と（

（1
（

。（
第

四
十
四
出
）
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【
三
台
令
】・【
林
裏
鶏
】
は
曲
牌
名
で
あ
る
。「
末
」
は
副
次
的
な
立
ち
役
、「
丑
」
は
道
化
役
を
指
す
。「
出
」
は
「
齣
」
と
も
書
き
、

北
曲
の
「
折
」
と
同
じ
く
、
幕
に
相
当
す
る
（
な
お
『
永
楽
大
典
』
本
は
出
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
校
訂
者
の
銭
南
揚
が
補
っ
た
も
の
）。

周
育
徳
「
竹
馬
説（

（1
（

」、
胡
雪
岡
・
徐
順
平
「
試
論
早
期
南
戯
的
舞
台
表
演
芸
術（

（1
（

」
な
ど
は
、
丑
が
馬
の
動
作
を
唱
い
な
が
ら
、
馬
の

動
作
の
模
倣
も
交
え
て
、
乗
馬
を
表
現
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。『
張
協
状
元
』
に
は
こ
の
ほ
か
、
役
者
が
廟
の
門
を
演
ず
る

（
第
十
五
出
）、
テ
ー
ブ
ル
を
演
ず
る
（
第
十
六
出
）
と
い
っ
た
場
面
が
あ
り
、
現
在
の
伝
統
演
劇
と
は
ま
た
異
な
っ
た
虚
実
の
表
現
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
推
測
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
張
発
穎
「
戯
曲
表
演
中
的
第
三
種
“
馬（

（1
（

”」
は
、
早
期
南
戯
に
人
が
馬
衣
を
着
て
演
ず
る
方
式
が
存
在
し
た
と
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
明
末
の
阮
大
鋮
の
『
牟
尼
合
』
伝
奇
第
十
五
齣
「
追
嬰
」
の
ト
書
き
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

外
、
毛
氈
笠
を
持
ち
、
馬
衣
の
騎
馬
に
座
り
、
子
供
を
抱
い
て
登
場（

（1
（

。

「
馬
衣
の
騎
馬
に
座
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
歌
舞
伎
と
同
様
に
二
人
が
か
り
で
馬
を
演
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

張
発
穎
は
こ
こ
か
ら
類
推
し
て
、『
元
本
琵
琶
記
』
第
九
齣
の
状
元
及
第
し
た
蔡
邕
が
街
を
練
り
歩
く
場
面
、『
古
城
記
』
十
五
齣
の

関
羽
が
曹
操
よ
り
赤
兎
馬
を
下
賜
さ
れ
る
場
面
に
見
え
る
、
乗
馬
・
下
馬
な
ど
の
表
現
が
馬
衣
を
着
け
た
役
者
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て

い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
川
劇
の
俳
優
・
袁
玉
堃
が
一
九
四
九
年
以
前
に
『
西
廂
記
』
の
白
馬
将
軍
と
孫
飛
虎
と
の
戦
い

を
、
二
人
の
役
者
が
馬
衣
を
着
て
扮
し
た
馬
に
跨
が
っ
て
演
じ
た
と
の
記
述
を
引
き
、
早
期
の
南
曲
で
は
馬
衣
に
よ
る
上
演
を
採
用
し

て
お
り
、
そ
れ
が
川
劇
な
ど
に
継
承
さ
れ
た
と
す
る
。

し
か
る
に
、
四
川
省
を
代
表
す
る
地
方
劇
で
あ
る
川
劇
は
、
南
曲
の
一
派
で
あ
る
弋
陽
腔
の
流
れ
を
汲
む
高
腔
、
同
じ
く
南
曲
か
ら
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「馬脚を露わす」考論

発
展
し
た
崑
曲
、
京
劇
と
同
系
統
の
皮
黄
な
ど
、
複
数
の
声
腔
（
節
回
し
の
体
系
の
こ
と
で
、
平
た
く
言
え
ば
「
～
節
」
に
相
当
す

る
）
を
包
含
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
四
川
は
明
末
、
李
自
成
の
盟
友
で
あ
っ
た
張
献
忠
が
拠
点
と
し
、
清
朝
と
の
熾
烈
な
攻
防
を
経

て
人
煙
が
ほ
ぼ
完
全
に
絶
え
た
の
を
、
康
熙
年
間
、
三
藩
の
乱
後
に
、「
湖
広
、
四
川
を
填
た
す
」
と
称
さ
れ
る
移
民
政
策
に
よ
っ
て

再
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
崑
曲
・
高
腔
な
ど
も
清
代
中
期
以
降
に
伝
播
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
、
他
の
地
域

に
残
っ
て
い
な
い
南
曲
の
古
い
上
演
形
態
が
四
川
の
み
に
保
存
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
四
川
に
お
い
て
独
自
の
進
化
を
遂

げ
た
結
果
、
馬
衣
に
よ
る
上
演
が
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
張
協
状
元
』
の
実
例
が
あ
る
以
上
、『
元
本
琵
琶
記
』
や

『
古
城
記
』
の
当
該
場
面
も
、
役
者
が
動
作
で
馬
を
表
現
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
し
、
竹
馬
で
も
表
現
可
能
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、
二
人
が
馬
衣
を
着
け
て
演
ず
る
馬
の
表
現
は
リ
ア
ル
に
寄
り
す
ぎ
て
お
り
、『
張
協
状
元
』
な
ど
に
見
え
る
虚
を
実
に
見
せ
る

表
現
と
い
さ
さ
か
乖
離
し
て
る
。

一
方
、『
牟
尼
合
』
の
馬
衣
を
使
っ
た
演
出
は
、
そ
れ
以
降
の
伝
奇
に
類
例
を
見
出
し
難
く
、
明
末
の
崑
曲
隆
盛
期
に
さ
ま
ざ
ま
な

表
現
が
試
行
錯
誤
さ
れ
た
一
例
と
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

一
・
三
　
南
曲
と
馬
鞭

前
述
の
よ
う
に
、
現
在
の
京
劇
・
崑
曲
を
初
め
と
す
る
多
く
の
伝
統
演
劇
で
は
、
藤
の
幹
で
作
っ
た
鞭
を
布
で
く
る
み
、
房
を
付
け

た
馬
鞭
に
よ
っ
て
乗
馬
を
表
現
す
る
（
図
2
）（

（1
（

。
馬
鞭
を
手
に
と
り
、
馬
を
な
で
る
し
ぐ
さ
、
鞍
に
の
ぼ
る
し
ぐ
さ
を
す
る
と
馬
に
乗

っ
た
こ
と
に
な
り
、
歩
き
な
が
ら
馬
鞭
を
揺
ら
す
こ
と
で
、
房
を
馬
の
首
と
た
て
が
み
に
見
立
て
る
の
で
あ
る
（
図
3
）（

（1
（

。
房
が
三
つ

の
も
の
は
文
官
、
五
つ
の
も
の
は
武
官
の
馬
を
表
す
。
武
将
の
場
合
は
、
鎗
な
ど
の
武
器
を
手
に
す
る
こ
と
で
馬
鞭
を
省
略
す
る
こ
と

図
2　
中
国
伝
統
劇
の
馬
鞭
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が
多
い
が
、
京
劇
『
挑
滑
車
』
の
高
寵
、『
小
商

河
』
の
楊
再
興
な
ど
、
激
戦
に
よ
っ
て
馬
が
疲
れ

果
て
る
場
面
を
演
ず
る
際
に
は
、
武
器
と
馬
鞭
を

同
時
に
使
う
こ
と
も
あ
る
。

馬
鞭
に
よ
る
乗
馬
表
現
が
い
つ
頃
、
い
か
な
る

経
緯
で
登
場
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
証
左

が
な
い
が
、
虚
を
実
に
見
せ
る
表
現
方
法
は
、
雑

劇
の
竹
馬
と
は
い
さ
さ
か
趣
が
異
な
り
、
ど
ち
ら

図 2　中国伝統劇の馬鞭

図 3　馬鞭による乗馬の表現

か
と
い
う
と
早
期
南
戯
の
役
者
の
し
ぐ
さ
や
セ
リ
フ
に
よ
る
乗
馬
表
現
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

筆
者
が
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』・『
元
曲
選
』・『
孤
本
元
明
雑
劇
』・『
元
曲
選
外
編
』
を
網
羅
的
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ト
書
き
で
鞭
が
出
て
く
る
の
は
、
武
器
で
あ
る
鉄
鞭
、
家
畜
や
人
を
打
つ
た
め

の
鞭
が
大
半
で
、
乗
馬
の
場
面
で
鞭
を
持
っ
て
い
る
と
わ
か
る
唯
一
の
例
で
あ
る
元
の
石
君
宝
『
曲

江
池
』
雑
劇
（『
元
曲
選
』
本
）
第
一
折
も
、
馬
に
乗
っ
て
登
場
し
た
鄭
元
和
が
李
亜
仙
の
美
貌
に

見
惚
れ
て
た
び
た
び
鞭
を
取
り
落
と
す
と
い
う
演
出
が
な
さ
れ
て
お
り
、
乗
馬
と
い
う
よ
り
も
感
情

表
現
の
小
道
具
と
し
て
鞭
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
孤
本
元
明
雑
劇
』
が
収
録
す
る
、
脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
の
「
穿
関
」
に
も
、

武
器
以
外
の
鞭
は
見
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
北
雑
劇
の
乗
馬
表
現
は
、
専
ら
竹
馬
の
み
を
用
い
て
お
り
、
通
常
、
鞭
が
併
用
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
南
戯
・
伝
奇
で
乗
馬
の
箇
所
に
鞭
が
登
場
す
る
場
合
、
現
在
の
馬
鞭
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
蓋
然

性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
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明
代
初
・
中
期
の
南
戯
・
伝
奇
の
乗
馬
の
場
面
に
は
、
し
か
し
、
鞭
・
竹
馬
な
ど
の
道
具
に
言
及
し
て
い
る
も
の
が
見
あ
た
ら
な
い
。

例
え
ば
、
先
の
張
発
穎
論
文
も
引
く
明
・
高
明
『
元
本
琵
琶
記
』
第
九
齣
の
乗
馬
に
関
す
る
ト
書
き
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

生
、
浄
、
丑
、
馬
に
騎
っ
て
登
場
し
唱
う（

（1
（

。

竹
馬
を
使
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
人
の
動
作
で
馬
の
よ
う
に
見
せ
て
い
た
か
、
は
た
ま
た
馬
鞭
を
用
い
て
い
た
の
か
、
こ
れ
だ

け
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
。

明
末
の
毛
晋
汲
古
閣
『
六
十
種
曲（

（1
（

』
の
段
階
に
至
っ
て
も
、
乗
馬
の
場
面
の
ト
書
き
で
鞭
に
言
及
す
る
も
の
は
多
く
な
い
。

明
・
湯
顕
祖
『
紫
釵
記
』
第
四
齣
。

舞
台
裏
で
人
馬
の
叫
び
声
を
上
げ
る
。
招
く
し
ぐ
さ
。
郭
小
侯
が
馬
に
鞭
打
っ
て
登
場（

（1
（

。

同
第
五
十
一
齣
。

馬
に
鞭
打
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る（

（2
（

。

明
・
袁
于
令
『
西
楼
記
』
第
十
七
齣
。
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生
、
車
に
乗
り
、
小
浄
、
馬
に
乗
り
、
丑
、
鞭
を
執
っ
て
随
い
登
場（

（2
（

。

『
西
楼
記
』
の
例
は
、
馬
に
乗
る
も
の
と
鞭
を
持
つ
も
の
と
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
馬
を
引
く
よ
う
な
演
出
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。こ

の
ほ
か
、
明
末
清
初
の
李
玉
『
一
捧
雪
』
伝
奇
の
『
墨
憨
齋
定
本
傳
奇
』
本
（
馮
夢
竜
に
よ
る
改
定
版
）
第
三
齣
に
以
下
の
よ
う

に
見
え
る
。

生
・
付
浄
、
鞭
を
執
り
、
小
旦
、
車
に
乗
り
、
雑
の
車
夫
、
末
が
随
っ
て
登
場
し
合
唱
す
る
し
ぐ
さ（

（2
（

。

こ
こ
で
は
、
女
性
の
乗
っ
た
車
に
先
行
し
て
鞭
を
持
っ
た
男
性
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
生
（
立
ち
役
）
と
付
浄
（
道
化
役
）
は
、
馬

に
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

湯
顕
祖
が
劇
作
を
始
め
る
の
は
万
暦
二
十
六
（
一
五
九
八
）
年
に
官
を
辞
し
て
帰
郷
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
西
楼
記
』・

『
一
捧
雪
』
は
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
）
の
作
で
、
い
ず
れ
も
当
時
隆
盛
し
て
い
た
崑
曲
で
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
た
。

胡
雪
岡
・
徐
順
平
前
掲
論
文
は
、『
琵
琶
記
』
第
十
齣
（『
元
本
琵
琶
記
』
第
九
齣
に
相
当
）
の
セ
リ
フ
や
歌
詞
を
検
討
し
、
馬
鞭
を

使
っ
て
い
た
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る
が
、『
元
本
琵
琶
記
』
に
は
「
馬
が
丑
の
体
の
上
を
飛
び
越
え
る（

（2
（

」
と
い
う
ト
書
き
が
あ
る
の

で
、
当
初
は
役
者
が
虚
を
実
に
見
せ
る
よ
う
に
演
じ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
竹
馬
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
元
本
琵
琶
記
』

は
嘉
靖
年
間
の
刊
で
、
南
戯
段
階
の
古
い
状
況
を
留
め
る
と
さ
れ
る
が
、『
六
十
種
曲
』
本
と
同
系
統
の
『
琵
琶
記
』
の
諸
版
本
が
万

暦
年
間
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と（

（2
（

、
明
代
の
後
期
に
、
崑
曲
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
馬
鞭
に
よ
る
乗
馬
表
現
が
生
み
出
さ
れ
、
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洗
練
さ
れ
一
般
化
し
た
の
だ
と
推
測
で
き
る
。

一
・
四
　
南
曲
と
竹
馬

現
在
で
も
一
部
の
地
方
劇
や
民
間
芸
能
（
小
戯
）
で
、
乗
馬
の
表
現
に
竹
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
周
育
徳
前
掲
論
文
は
、
竹
馬
を

用
い
る
劇
種
・
民
間
芸
能
と
し
て
以
下
を
列
挙
す
る
。

・
福
建
竜
渓
地
区
：
竹
馬
戯

・
浙
江
温
州
：
和
劇

・
広
東
海
・
陸
豊
：
正
字
戯

・
湖
南
寧
郷
：
竹
馬
灯

・
四
川
：
川
劇

・
海
南
：
土
戯

・
チ
ベ
ッ
ト
：
蔵
戯

・
河
北
高
陽
：
竹
馬
洛
子

こ
の
ほ
か
、
池
州
儺
戯
・
安
順
地
戯
な
ど
の
儺
戯
で
も
竹
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、「
竹
馬
戯
」・「
跑
竹
馬
」
な
ど
と
称
さ
れ
る

民
間
芸
能
も
、
中
国
の
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
竹
馬
を
用
い
る
演
劇
が
、
江
南
地
方
や
北
京
、
山
西
・
陝
西
と
い
っ
た
、
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全
国
的
な
演
劇
の
中
心
地
か
ら
い
さ
さ
か
外
れ
た
辺
縁
部
に

多
く
残
っ
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
正
字
戯
で
、
現
在
で
も
図

（
（2
（

5

の
よ
う
に
竹
馬
を
用
い
て
い
る
。
正
字
戯
は
広
東
省
東
部
、

潮
州
と
汕
頭
の
中
間
に
あ
た
る
海
豊
・
陸
豊
一
帯
で
行
わ
れ

て
お
り
、
方
言
を
用
い
る
「
白
字
戯
」
に
対
し
て
、
中
州
音

を
用
い
る
こ
と
か
ら
「
正
字
」
を
冠
す
る
。
形
成
時
期
は
明

代
中
期
に
遡
り
、
主
要
な
声
腔
は
弋
陽
腔
系
の
高
腔
に
分
類

さ
れ
る（

（2
（

。
福
建
南
部
か
ら
広
東
東
部
に
か
け
て
の
閩
南
語
圏

で
は
、
泉
州
の
梨
園
戯
、
潮
州
の
潮
劇
な
ど
、
古
い
南
曲
の

痕
跡
を
留
め
る
伝
統
劇
種
が
残
っ
て
い
る
が
、
正
字
戯
の
竹

馬
も
、
明
代
南
曲
の
上
演
を
受
け
継
い
だ
そ
う
し
た
要
素
の

図 4　広東陸豊竹馬戯の竹馬（鄭守治氏撮影）

図 5　正字戯の竹馬を使った上演

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
南
曲
で
は
人
の
動
作
・
馬
鞭
な
ど
に
よ
る
乗
馬
表
現
の
ほ
か
に
、
竹
馬
も
用
い

ら
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。

南
曲
に
竹
馬
が
導
入
さ
れ
た
原
因
は
、
明
代
に
お
け
る
雑
劇
と
南
曲
の
交
流
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
位
置
づ
け
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
明
の
朝
廷
で
は
滅
亡
ま
で
一
貫
し
て
、
雑
劇
が
公
式
の
演
劇
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
明
の
顧
起
元
『
客
座
贅
語
』

巻
九
「
戯
劇
」
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

図
5　
正
字
戯
の
竹
馬
を
使
っ
た
上
演
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一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
南
曲
で
は
人
の
動
作
・
馬
鞭
な
ど
に
よ
る
乗
馬
表
現
の
ほ
か
に
、
竹
馬
も
用
い

ら
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。

南
曲
に
竹
馬
が
導
入
さ
れ
た
原
因
は
、
明
代
に
お
け
る
雑
劇
と
南
曲
の
交
流
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
位
置
づ
け
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
明
の
朝
廷
で
は
滅
亡
ま
で
一
貫
し
て
、
雑
劇
が
公
式
の
演
劇
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
明
の
顧
起
元
『
客
座
贅
語
』

巻
九
「
戯
劇
」
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

図
5　
正
字
戯
の
竹
馬
を
使
っ
た
上
演

南
京
で
は
万
暦
よ
り
前
、
官
僚
や
郷
紳
、
富
豪
た
ち
の
宴
会
や
集
ま
り
で
は
、
多
く
民
間
の
劇
団
を
用
い
た
。
三
・
四
人
、
あ
る
い

は
大
人
数
で
、
北
曲
の
組
曲
を
唱
っ
た
。
大
き
な
宴
席
で
は
、
教
坊
司
の
劇
団
に
院
本
、
す
な
わ
ち
北
曲
の
四
つ
の
組
曲
を
演
じ

さ
せ
た
。
…
…
後
に
、
こ
と
ご
と
く
南
曲
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
…
大
宴
会
で
あ
れ
ば
南
戯
を
用
い
た
が
、
初
め
は
二
つ

の
声
腔
し
か
な
く
、
一
つ
は
弋
陽
腔
、
一
つ
は
海
塩
腔
と
い
っ
た
。
弋
陽
腔
は
方
言
を
交
え
て
お
り
、
各
地
の
士
人
た
ち
に
好
ま

れ
た
。
海
塩
腔
は
官
語
が
多
く
、
北
京
・
南
京
の
人
が
用
い
た
。
後
に
は
四
平
腔
が
あ
っ
た
が
、
弋
陽
腔
を
い
さ
さ
か
変
え
て
分

か
り
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
ま
た
崑
山
腔
が
あ
り
、
海
塩
腔
よ
り
も
更
に
清
ら
か
で
柔
ら
か
く
情
緒
纏
綿
と
し
て
い
る（

（2
（

。

こ
こ
に
見
え
る
崑
山
腔
・
弋
陽
腔
・
海
塩
腔
は
、
い
ず
れ
も
南
曲
四
大
声
腔
に
数
え
ら
れ
る
。
南
宋
か
ら
元
に
か
け
て
浙
江
で
形
成

さ
れ
た
南
曲
は
、
明
に
入
っ
て
か
ら
、
江
南
各
地
の
地
名
を
冠
し
た
海
塩
・
崑
山
・
余
姚
・
弋
陽
の
四
大
声
腔
に
分
化
し
た
。
歌
曲
形

式
を
採
る
中
国
伝
統
演
劇
で
は
、
音
楽
体
系
（
声
腔
）
の
相
違
は
演
劇
の
種
類
の
相
違
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
四
大
声
腔
は
節
回
し
こ

そ
異
な
る
も
の
の
、
根
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
台
本
（
戯
文
）
に
は
あ
る
程
度
の
互
換
性
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

さ
て
、『
客
座
贅
語
』
の
記
述
か
ら
、
南
京
で
は
、
明
の
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
よ
り
前
ま
で
は
雑
劇
の
上
演
が
一

般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
学
史
の
教
科
書
で
は
、
元
雑
劇
・
明
伝
奇
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
が
、
実
際
の
舞
台
で
は
、
嘉

靖
年
間
（
一
五
二
二
～
一
五
六
六
）
に
魏
良
甫
ら
が
崑
山
腔
を
改
良
し
て
創
始
し
た
崑
曲
が
万
暦
年
間
に
入
っ
て
爆
発
的
に
流
行
す
る

ま
で
、
雑
劇
の
優
位
が
続
い
て
い
た
し
、
そ
の
後
も
崑
曲
、
さ
ら
に
は
京
劇
に
取
り
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
、
雑
劇
は
演
じ
続
け
ら
れ
て

い
る
。
明
代
に
お
け
る
雑
劇
の
位
置
づ
け
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
乗
馬
表
現
で
あ
る
竹
馬
が
南
曲
に
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は

な
い
。

ま
た
、
崑
曲
・
弋
陽
腔
な
ど
の
社
会
的
位
置
づ
け
や
上
演
文
脈
の
差
異
を
考
慮
す
る
と
、
南
曲
に
馬
鞭
と
竹
馬
の
二
種
類
の
乗
馬
表
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現
が
併
存
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。『
客
座
贅
語
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
江
南
の
士
人
の
間
で
は
四
大
声
腔
の
う
ち
古
く
は
海
塩
腔
、

後
に
は
崑
曲
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
が
、
屋
敷
の
広
間
に
絨
毯
を
敷
い
て
舞
台
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
庁
堂
上
演
が
一
般
的
で
あ
っ
た
（
そ

の
状
況
は
『
金
瓶
梅
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
）。
庁
堂
上
演
で
は
、
劇
場
空
間
が
狭
く
絨
毯
と
客
席
の
距
離
も
近
い
こ
と
も
あ
り
、
場

所
を
取
る
竹
馬
で
の
上
演
に
適
さ
な
い
一
方
、
特
に
崑
曲
の
隆
盛
以
降
、
江
南
の
士
人
層
に
よ
っ
て
審
美
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
く
。
そ

れ
が
馬
鞭
に
よ
る
表
現
を
育
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
弋
陽
腔
は
方
言
を
取
り
入
れ
て
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
声
腔
・
劇
種
を
派
生
し
、
地
方
の
士
人
層
、
さ

ら
に
は
庶
民
層
な
ど
に
支
持
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
庁
堂
で
は
な
く
主
に
屋
外
の
戯
台
で
上
演
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
竹
馬
で
の
上
演
に

も
支
障
が
な
い
。
弋
陽
腔
の
流
れ
を
汲
む
正
字
戯
な
ど
で
竹
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
の
伝
統
演
劇
の
乗
馬
表
現
は
、
竹
馬
と
馬
鞭
が
代
表
的
な
方
式
で
あ
り
、
歌
舞
伎
に
類
す
る
二
人

の
役
者
が
馬
に
扮
す
る
上
演
方
法
も
存
在
し
た
が
、
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
唯
一
確
実
な
『
牟
尼
合
』
伝
奇
の
例
で
も
、「
馬
衣
の

騎
馬
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
歌
舞
伎
の
「
馬
の
脚
」
に
相
当
す
る
馬
専
門
の
役
ま
わ
り
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
我
が
国
に
お
け
る
「
馬
脚
を
露
わ
す
」
の
語
源
説
明
が
、
中
国
に
お
い
て
成
立
し
得
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

二
．「
露
馬
脚
」
の
語
源
と
変
遷

二
・
一
　
中
国
に
お
け
る
語
源
の
諸
説

中
国
で
は
、
南
開
大
学
の
楊
琳
が
『
言
語
与
文
化
探
幽（

（2
（

』、「“
黄
花
閨
女
”
与
“
露
馬
脚
”
探
源（

（2
（

」、「“
露
馬
脚
”
考
源（

（3
（

」
な
ど
の
一



119

「馬脚を露わす」考論

連
の
論
考
で
、「
露
馬
脚
」
の
語
源
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
に
従
っ
て
中
国
に
お
け
る
「
露
馬
脚
」
の

語
源
の
諸
説
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
批
判
的
に
検
討
し
た
い
。

「
露
馬
脚
」
の
語
源
は
、
中
国
に
お
い
て
も
定
か
で
な
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
存
在
し
て
い
る
。

①　

明
の
太
祖
の
馬
皇
后
が
、
纏
足
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

②　

馬
の
蹄
鉄
が
擦
り
切
れ
て
蹄
が
露
出
す
る
こ
と
を
い
う
。

③　

北
宋
代
、
朽
ち
た
廟
の
塀
の
隙
間
か
ら
、
盗
ま
れ
た
驢
馬
の
脚
が
見
え
て
盗
賊
が
捕
ま
っ
た
故
事
に
起
源
す
る
。

④　

宋
代
の
禅
語
録
に
見
え
る
「
露
驢
脚
」
に
由
来
す
る
。

①
は
、
明
の
太
祖
洪
武
帝
の
馬
皇
后
が
、
纏
足
し
て
い
な
い
大
脚
を
裳
裾
で
隠
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
巡
幸
の
途
中
で
風
に
よ
っ

て
輿
の
す
だ
れ
が
巻
き
上
げ
ら
れ
、
油
断
し
て
裳
裾
に
隠
し
て
い
な
か
っ
た
大
脚
が
露
わ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
故
事
に
ち
な

む
と
す
る
も
の
で
、
中
国
に
お
け
る
「
馬
脚
を
露
わ
す
」
の
語
源
の
諸
説
の
中
で
、
最
も
広
く
知
ら
れ
た
説
で
あ
る
。

馬
皇
后
が
纏
足
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
清
初
に
刊
行
さ
れ
た
呂
毖
『
明
朝
小
史
』
巻
一
「
門
帖
福
字
」
に
以
下
の
よ
う

に
見
え
る
。

（
洪
武
）
帝
は
か
つ
て
上
元
の
夜
に
お
忍
び
で
都
の
街
に
お
出
か
け
に
な
っ
た
。
当
時
、
世
間
で
は
隠
語
が
流
行
っ
て
お
り
、
お

互
い
に
謎
か
け
し
て
遊
ん
で
い
た
が
、
婦
人
が
裸
足
で
西
瓜
を
懐
に
入
れ
る
絵
が
描
か
れ
る
と
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
帝
は
そ
れ

を
見
て
心
中
悟
っ
て
「
こ
れ
は
、
淮
西
の
婦
人
が
大
脚
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
い
、
深
く
心
に
刻
ん
だ
。
そ
こ
で
夜
、
分
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を
わ
き
ま
え
て
い
る
も
の
の
門
に
「
福
」
の
字
を
貼
っ
て
ま
わ
ら
せ
、
翌
日
、
軍
士
ど
も
に
門
に
「
福
」
の
字
が
貼
っ
て
い
な
い

も
の
を
大
い
に
殺
害
さ
せ
た
。
お
そ
ら
く
馬
皇
后
が
淮
西
の
人
で
あ
る
の
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
江
南
の
風
俗
で
は
、
今
で
も

除
夜
に
「
福
」
の
字
を
門
に
貼
り
つ
け
る（

（3
（

。

し
か
し
、「
馬
脚
」
を
「
馬
皇
后
の
脚
」
と
解
釈
す
る
の
は
、
い
か
に
も
後
付
け
の
説
明
で
不
自
然
で
あ
る
し
、
ま
た
後
述
の
よ
う

に
「
露
馬
脚
」
に
先
行
す
る
類
似
の
語
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
牽
強
付
会
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

②
は
厳
芙
孫
『
上
海
俗
語
大
辞
典（

（3
（

』、
呂
佩
浩
・
陳
建
文
『
漢
語
非
本
義
詞
典（

（3
（

』
な
ど
に
載
せ
る
説
だ
が
、
陰
謀
や
正
体
の
露
見
と

い
う
意
味
と
ほ
ど
遠
く
、
や
は
り
牽
強
付
会
だ
と
思
わ
れ
る
。

③
は
李
彬
『
語
言
文
字
知
識（

（3
（

』
に
見
え
る
が
、
資
料
的
裏
付
け
に
欠
け
て
い
る
。

④
に
つ
い
て
は
後
で
詳
述
す
る
が
、
意
味
的
に
「
露
馬
脚
」
の
語
源
で
は
あ
り
え
な
い
。

二
・
二
　「
麒
麟
楦
」
起
源
説

現
在
「
露
馬
脚
」
の
語
源
と
し
て
最
も
有
力
な
の
が
、
楊
琳
が
提
唱
す
る
、
唐
・
宋
代
の
布
あ
る
い
は
獣
皮
を
飾
り
立
て
て
作
っ
た

装
飾
を
驢
馬
に
被
せ
て
、
麒
麟
に
見
立
て
る
出
し
も
の
に
起
源
す
る
と
の
説
で
あ
る
。

『
太
平
広
記
』
巻
二
百
六
十
五
「
軽
薄
」
に
引
く
唐
・
張
鷟
『
朝
野
簽
載
』「
盈
川
令（

（3
（

」
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

唐
の
衢
州
盈
川
県
の
令
で
あ
っ
た
楊
炯
は
、
文
学
に
優
れ
た
が
、
才
を
鼻
に
か
け
て
傲
慢
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
、
受
け
容
れ
ら
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れ
な
か
っ
た
。
朝
廷
の
役
人
を
見
る
た
び
に
、
麒
麟
の
張
り
ぼ
て
だ
と
恨
み
を
漏
ら
し
た
。
人
が
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
楊
炯

は
言
っ
た
。「
宴
席
の
麒
麟
に
扮
す
る
見
世
物
で
は
、
頭
や
角
を
彫
っ
て
色
を
付
け
、
皮
や
毛
を
飾
り
立
て
、
驢
馬
に
覆
い
被
せ

て
場
を
歩
き
回
ら
せ
る
。
だ
が
、
皮
衣
を
脱
げ
ば
、
や
は
り
驢
馬
に
過
ぎ
な
い
。
徳
が
な
く
朱
や
紫
の
官
衣
を
身
に
つ
け
て
い
る

も
の
は
、
驢
馬
が
麒
麟
の
皮
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
と
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か（

（3
（

。」

同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
唐
才
子
伝
』
巻
一
「
楊
炯
」
に
も
見
え
る
。
唐
代
に
、
驢
馬
を
飾
り
立
て
て
麒
麟
に
見
立
て
る
芸
能
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
麒
麟
の
張
り
ぼ
て
、
原
語
で
「
麒
麟
楦
」
の
下
に
隠
さ
れ
た
驢
馬
あ
る
い
は
馬
の
脚
が
露
呈
す
る
こ
と
が
、

「
露
馬
脚
」
の
語
源
で
あ
る
と
す
る
。「
麒
麟
楦
」
あ
る
い
は
「
楦
麒
麟
」
と
い
う
語
も
、
空
疎
な
虚
飾
を
指
す
成
語
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
清
・
梁
熙
『
皙
次
斎
稿
』
巻
十
一
「
寓
言
」
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

狡
猾
な
も
の
に
付
け
狙
わ
れ
る
と
、
彼
ら
は
麒
麟
楦
を
装
っ
て
い
る
こ
と
に
知
ら
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
…
…
ひ
と
た
び
時
勢
か
ら
外

れ
る
や
、
太
鼓
や
銅
鑼
を
叩
き
鳴
ら
し
て
い
た
も
の
ど
も
は
、
布
に
描
か
れ
た
麒
麟
の
皮
を
め
く
り
上
げ
て
去
っ
て
行
き
、
残
さ

れ
た
の
は
大
き
な
驢
馬
だ
け
。
そ
う
な
れ
ば
前
に
麒
麟
を
愛
で
て
い
た
も
の
ど
も
が
棒
を
手
に
乱
れ
打
ち
す
る（

（3
（

。

「
麒
麟
楦
」
と
「
露
馬
脚
」
の
用
法
・
発
想
は
、
確
か
に
似
て
い
る
。

ま
た
、
清
の
劉
廷
璣
『
在
園
雑
志
』
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

私
が
昔
、
括
蒼
と
杭
郡
の
太
守
を
兼
ね
て
い
た
と
き
、
布
政
使
の
倉
庫
に
張
り
ぼ
て
の
麒
麟
皮
が
あ
っ
た
。
蕭
山
の
民
家
産
の
牛
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皮
で
作
っ
た
も
の
で
、
首
は
牛
に
似
て
、
小
さ
な
角
が
突
き
出
し
て
、
全
体
に
鱗
が
つ
い
て
い
た
。
鱗
は
銭
よ
り
も
大
き
く
て
黒

く
、
足
の
先
ま
で
全
体
に
付
い
て
い
た
。
尾
は
団
扇
に
似
て
丸
く
、
小
さ
な
鱗
が
び
っ
し
り
と
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。

劉
廷
璣
の
経
歴
か
ら
考
え
る
に
、
康
熙
三
十
年
代
（
ほ
ぼ
一
六
九
〇
年
代
）
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
括
蒼
は
現
在
の
浙
江
省

麗
水
市
、
杭
郡
は
杭
州
を
指
す
。

中
国
に
は
「
麒
麟
舞
」
と
い
う
芸
能
も
存
在
す
る
が
、
端
的
に
言
え
ば
獅
子
舞
の
一
種
で
、
布
で
作
っ
た
麒
麟
を
人
が
被
っ
て
演
じ

る
。『
在
園
雑
志
』
の
麒
麟
の
皮
は
牛
皮
で
作
ら
れ
て
お
り
、
人
が
被
っ
て
演
ず
る
に
は
重
い
上
に
柔
軟
性
が
不
足
し
て
い
る
。
劉
廷

璣
は
「
張
り
ぼ
て
の
麒
麟
皮
（
草
楦
麒
麟
皮
）」
と
称
し
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
麒
麟
楦
の
典
故
を
意
識
し
て
い
る
。
と
も
な
る
と
、

麒
麟
楦
の
よ
う
な
芸
能
が
、
明
・
清
代
に
も
存
在
し
た
蓋
然
性
が
高
い
。
劉
廷
璣
は
漢
軍
鑲
紅
旗
の
人
で
あ
り
、
北
方
で
そ
の
よ
う
な

芸
能
乃
至
風
習
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
か
か
る
記
事
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
・
三
　「
露
驢
脚
」
と
「
露
手
脚
」

さ
き
ほ
ど
言
及
し
た
よ
う
に
、「
露
馬
脚
」
の
語
源
を
、
宋
代
の
禅
語
録
に
見
え
る
「
露
驢
脚
」
に
求
め
る
説
が
あ
る
。
北
宋
・
仏

国
惟
白
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
十
九
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

仏
手
は
隠
し
難
く
、
驢
脚
は
自
ず
と
露
わ
れ
る（

（3
（

。
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だ
が
、「
麒
麟
楦
」
の
驢
馬
が
麒
麟
の
皮
を
被
っ
た
俗
物
を
指
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
驢
脚
」
は
、
必
ず
し
も
悪

い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
楊
琳
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
「
仏
手
」
と
「
驢
脚
」
が
対
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の

は
、
北
宋
の
禅
僧
・
黄
竜
慧
南
の
公
案
「
黄
竜
三
関
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
七
に
以
下
の
よ
う
に
見

え
る
。問

答
た
け
な
わ
の
と
こ
ろ
、
ま
た
手
を
伸
ば
し
て
言
っ
た
。「
我
が
手
は
仏
の
手
と
比
べ
て
ど
う
で
あ
る
か
。」
…
…
ま
た
脚
を
垂

ら
し
て
言
っ
た
。「
我
が
脚
は
驢
馬
の
脚
と
比
べ
て
ど
う
で
あ
る
か（

（4
（

。」

「
驢
脚
」
は
「
仏
手
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
人
よ
り
も
優
れ
た
手
・
脚
の
例
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
と
も
な
れ
ば
「
驢
脚
は
自

ず
と
露
わ
れ
る
」
は
「
優
れ
た
も
の
は
自
然
と
目
立
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
、「
麒
麟
楦
」
や
「
露
馬
脚
」
と
は
逆
の
意
味
に
解
釈
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

一
方
、
楊
琳
は
宋
代
に
「
露
手
脚
」
あ
る
い
は
「
露
脚
手
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
北
宋
・
道
原
『
景

徳
伝
灯
録
』
巻
十
八
。

問
う
た
。「
一
霊
物
に
報
恩
す
る
と
は
こ
れ
い
か
に
。」
師
は
言
っ
た
。「
か
く
も
沢
山
の
酒
粕
を
食
べ
る
、
そ
も
さ
ん
。」
言
っ
た
。

「
ま
た
し
て
も
脚
手
を
露
わ
し
ま
せ
ん
で
す
か
な
。」
師
は
言
っ
た
。「
こ
こ
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
す
か
な（

（4
（

。」

南
宋
・
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
丁
巻
第
三
「
円
真
僧
粥
」。
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僧
正
は
外
か
ら
や
っ
て
く
る
と
、
出
迎
え
な
が
ら
笑
っ
て
言
っ
た
。「
手
脚
が
露
わ
れ
ま
し
た
か
ら
に
は
、
隠
し
立
て
は
致
し
ま

せ
ぬ
。
ど
う
か
し
ば
ら
く
留
ま
ら
れ
て
共
に
頂
き
ま
し
ょ
う
ぞ（

（4
（

。」

南
宋
・
黎
靖
徳
『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
三
十
「
本
朝
四
・
自
熙
寧
至
靖
康
用
人
」。

だ
か
ら
私
が
以
前
言
っ
た
よ
う
に
、
今
の
人
の
た
や
す
く
異
説
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
ひ
と
え
に
見
識
が
低
い
の
で
あ
り
、

た
だ
た
だ
混
乱
を
抱
え
て
い
て
、
説
破
し
よ
う
と
し
な
い
。
説
破
し
た
な
ら
ば
、
脚
手
が
露
わ
れ
る（

（4
（

。

こ
う
し
た
用
法
が
「
麒
麟
楦
」
の
故
事
と
合
流
す
る
こ
と
で
「
露
馬
脚
」
の
語
が
生
ま
れ
た
も
の
と
、
楊
琳
は
推
測
す
る
。

二
・
四
　
元
代
の
用
例
へ
の
疑
問

楊
琳
は
、
元
の
無
名
氏
の
『
陳
州
糶
米
』
雑
劇
と
元
の
施
恵
の
『
幽
閨
記
』
伝
奇
に
「
露
馬
脚
」
が
見
え
る
こ
と
を
も
っ
て
、
元
代

に
こ
の
語
が
定
着
し
て
い
た
証
左
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

中
国
古
典
戯
曲
で
は
一
般
に
、
韻
文
で
あ
る
曲
は
時
を
経
て
も
変
化
が
小
さ
い
の
に
対
し
て
、
セ
リ
フ
は
時
に
即
興
性
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
移
ろ
い
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、『
陳
州
糶
米
』・『
幽
閨
記
』
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
曲
で
は
な
く
セ
リ

フ
で
あ
る
。
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「馬脚を露わす」考論

『
幽
閨
記
』
に
お
け
る
「
馬
脚
」
の
用
例
は
、
第
二
十
二
齣
に
見
え
る
。

〔
浄
〕
手
前
、
嘘
は
申
し
て
お
り
ま
せ
ぬ
。
少
し
で
も
嘘
を
つ
き
ま
す
と
、
馬
脚
を
露
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
れ
ば（

（4
（

。

引
用
は
容
与
堂
本
に
よ
る
。『
六
十
種
曲
』
本
も
セ
リ
フ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
「
浄
」
を
「
丑
」
に
作
る
。「
浄
」
は
く
ま
取
り
役

で
あ
る
が
、
唐
代
の
参
軍
戯
（
漫
才
に
近
い
）
に
起
源
し
、
元
雑
劇
や
元
・
明
の
戯
文
・
伝
奇
に
お
い
て
は
、
丑
と
と
も
に
、
道
化
的

な
役
ま
わ
り
で
あ
っ
た
。
道
化
役
の
セ
リ
フ
は
、
観
客
の
笑
い
を
取
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
通
俗
的
な
口
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
他
の
役
ま
わ
り
と
比
し
て
字
句
が
と
り
わ
け
変
化
し
や
す
い
。

『
幽
閨
記
』
は
古
く
は
『
拝
月
亭
』
と
称
さ
れ
た
が
、
そ
の
『
拝
月
亭
』
世
徳
堂
本
の
当
該
箇
所
は
い
さ
さ
か
展
開
が
異
な
っ
て
お

り
、
丑
が
登
場
せ
ず
、
セ
リ
フ
に
「
馬
脚
」
も
見
え
な
い
。
容
与
堂
は
現
存
最
古
の
水
滸
伝
版
本
を
刊
行
し
た
書
肆
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
た
「
李
卓
吾
先
生
批
評
」
を
冠
す
る
戯
曲
が
『
幽
閨
記
』
を
含
め
て
五
種
、
現
存
し
て
い
る
。
刊
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
『
水

滸
伝
』
と
『
西
廂
記
』
で
、
い
ず
れ
も
万
暦
三
十
八
（
一
六
一
〇
）
年
で
あ
る
の
で
、『
幽
閨
記
』
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
刊
行
だ
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。「
馬
脚
」
の
語
は
、『
拝
月
亭
』
か
ら
『
幽
閨
記
』
へ
の
改
編
段
階
で
付
け
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
明
代
万
暦
年
間

に
お
け
る
用
例
と
し
て
扱
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。

一
方
の
『
陳
州
糶
米
』
雑
劇
は
、
北
宋
の
名
裁
判
官
と
し
て
知
ら
れ
た
包
拯
を
主
人
公
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
包
公
案
」
も
の
で
あ

る
。「
馬
脚
」
の
語
は
第
三
折
に
見
え
る
。

聞
く
と
こ
ろ
で
は
帝
が
包
待
制
を
差
し
向
け
て
く
る
よ
し
。
弟
よ
、
あ
の
爺
は
油
断
な
ら
ぬ
ぞ
。
何
か
と
い
え
ば
独
断
で
打
首
だ
。
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我
ら
の
馬
脚
が
露
わ
れ
ね
ば
よ
い
の
だ
が（

（4
（

。

待
制
は
包
拯
の
官
職
名
で
あ
る
。
こ
の
用
例
も
曲
で
は
な
く
、
小
衙
内
を
演
ず
る
「
浄
」
す
な
わ
ち
道
化
役
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。

『
陳
州
糶
米
』
雑
劇
は
『
元
曲
選
』
本
し
か
伝
わ
ら
な
い
。『
元
曲
選
』
は
明
の
臧
懋
循
が
編
纂
・
刊
行
し
た
も
の
だ
が
、
収
集
し
た

雑
劇
台
本
に
相
当
に
手
を
加
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
な
か
ん
ず
く
馬
脚
の
語
が
使
わ
れ
る
の
は
移
ろ
い
や
す
い
道
化
の
セ
リ
フ
で
あ
る

の
だ
か
ら
、
こ
れ
も
『
元
曲
選
』
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
四
十
四
（
一
六
一
六
）
年
前
後
の
用
例
と
し
て
扱
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
幽
閨
記
』・『
陳
州
糶
米
』
の
例
を
も
っ
て
、「
露
馬
脚
」
の
語
が
元
代
に
存
在
し
た
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
明
末

万
暦
年
間
に
そ
の
語
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

二
・
五
　
明
代
に
お
け
る
用
例

「
馬
脚
を
露
わ
す
」
は
、
万
暦
年
間
後
半
以
降
に
な
る
と
、
三
言
二
拍
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
通
俗
文
学
作
品
に
用
例
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
も
前
、
十
六
世
紀
に
お
け
る
馬
脚
の
用
例
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

陸
采
『
南
西
廂
記
』
第
七
齣
。

〔
丑
い
う
〕
お
詫
び
お
詫
び
と
吐
き
気
を
催
す
、
こ
の
鏡
は
誰
が
代
わ
り
に
。
こ
の
た
び
馬
脚
を
露
わ
せ
ば
、
た
い
し
た
徒
弟
の

管
理
ぶ
り
よ（

（4
（

。
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「馬脚を露わす」考論

前
半
二
句
は
、
直
前
の
浄
と
貼
旦
（
紅
娘
）
の
や
り
と
り
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

陸
采
は
弘
治
十
（
一
四
九
七
）
年
生
、
嘉
靖
十
六
（
一
五
三
七
）
年
没
。『
南
西
廂
記
』
は
元
・
王
実
甫
の
雑
劇
『
西
廂
記
』
を
南

曲
に
翻
案
し
た
も
の
で
嘉
靖
年
間
の
作
で
あ
る
が
、
現
存
の
周
居
易
刊
本
は
『
明
代
版
刻
綜
録（

（4
（

』
に
よ
れ
ば
万
暦
二
十
八
（
一
六
〇

〇
）
年
の
刊
で
あ
る
。

明
の
凌
濛
初
の
『
南
音
三
籟
』
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

陸
采
も
『
南
西
廂
記
』
を
作
っ
た
が
、
こ
と
ご
と
く
自
ら
の
考
え
で
創
作
し
、
王
実
甫
『
西
廂
記
』
雑
劇
を
一
語
も
踏
襲
し
な
か

っ
た
、
そ
の
心
意
気
は
勇
敢
で
あ
る
。
し
か
し
元
曲
が
前
に
あ
る
の
に
、
た
や
す
く
勝
て
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。（「
譚
曲
雑
劄（

（4
（

」）

陸
采
『
南
西
廂
記
』
の
意
図
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る
が
、
人
気
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
実
、
管
見
の
限
り
で

は
、
芝
居
の
名
場
面
集
で
あ
る
散
齣
集
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
伝
存
す
る
版
本
も
少
な
い
。
明
代
後
期
に
な
る
と
、
実
演
に
は

不
向
き
な
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
的
な
伝
奇
が
多
数
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
陸
采
の
『
南
西
廂
記
』
も
、
専
ら
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
と
し
て
、

細
々
と
受
容
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
セ
リ
フ
も
含
め
て
異
本
の
生
ず
る
余
地
が
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
周
居
易
刊
本
は

嘉
靖
年
間
の
原
本
を
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
と
み
て
問
題
な
か
ろ
う
。

無
名
氏
『
金
貂
記
』
第
三
十
四
齣
。

話
に
夢
中
で
悪
い
く
せ
を
忘
れ
て
お
っ
た
、
馬
脚
を
露
わ
し
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か（

（4
（

。
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『
金
貂
記
』
は
弋
陽
腔
系
の
台
本
で
、
成
立
時
期
は
明
の
万
暦
年
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
唐
の
太
宗
の
と
き
、
鎖
陽
関
で
遼
軍
に

包
囲
さ
れ
た
将
軍
・
薛
仁
貴
を
子
の
薛
丁
山
が
救
援
す
る
話
だ
が
、
散
齣
集
へ
の
収
録
状
況
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
元
・
楊
梓
の
『
敬

徳
不
服
老
』
雑
劇
を
改
変
・
吸
収
し
た
、
尉
遅
敬
徳
の
左
旋
と
復
帰
を
め
ぐ
る
く
だ
り
が
人
気
を
博
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
引
用
は
、

朝
廷
へ
の
復
帰
を
望
ま
な
い
尉
遅
敬
徳
が
、
徐
茂
公
（
李
勣
）
に
発
狂
を
装
っ
て
い
た
こ
と
を
見
破
ら
れ
る
場
面
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。

小
説
で
は
、『
水
滸
伝
』
と
『
西
遊
記
』
に
そ
れ
ぞ
れ
用
例
が
見
ら
れ
る
。

『
水
滸
伝
』
一
百
四
回
。

も
し
も
馬
脚
を
露
わ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
と
私
の
災
難
は
、
小
さ
く
は
あ
り
ま
せ
ぬ
ぞ（

（5
（

。

『
水
滸
伝
』
の
成
立
は
明
代
中
期
に
遡
る
も
の
の
、「
馬
脚
」
の
用
例
が
見
え
る
の
は
「
一
百
四
回
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
百
回
本
を
元
に
朝
廷
に
帰
順
し
た
梁
山
泊
軍
が
田
虎
・
王
慶
ら
を
征
討
す
る
内
容
の
二
十
回
を
増
補
し
た
、
百
二
十
回
本
の
文
繁

本
で
あ
る
。
百
回
本
容
与
堂
刊
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
万
暦
三
十
八
（
一
六
一
〇
）
年
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
く
百
二
十
回
本
の

成
立
は
更
に
遅
い
こ
と
に
な
る
。

『
西
遊
記
』
の
最
も
古
い
版
本
で
あ
る
万
暦
二
十
（
一
五
九
二
）
年
刊
の
世
徳
堂
本
に
は
、
以
下
の
四
例
が
見
ら
れ
る
。

決
し
て
元
の
姿
を
現
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
馬
脚
を
露
わ
し
て
、
話
が
漏
れ
た
ら
、
厄
介
で
す
の
で（

（5
（

。（
第
三
十
回
）

こ
や
つ
ら
な
っ
て
な
い
な
、
馬
脚
が
走
り
、
話
を
見
破
ら
れ
た
ら
、
天
秤
の
重
り
が
ず
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
に（

（5
（

。（
第
三
十
回
）
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「馬脚を露わす」考論

か
の
怪
物
は
三
年
間
皇
帝
と
な
っ
て
い
た
が
、
ま
っ
た
く
馬
脚
を
走
ら
せ
ず
、
風
聞
も
漏
ら
さ
な
か
っ
た（

（5
（

。（
第
三
十
八
回
）

バ
ッ
タ
が
話
す
の
を
人
に
見
ら
れ
、
馬
脚
を
露
わ
し
て
し
ま
っ
て
は
ま
ず
い
な（

（5
（

。（
第
九
十
七
回
）

「
露
馬
脚
」
だ
け
で
な
く
「
走
馬
脚
」
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
が
走
る
と
い
う
連
想
に
よ
る
し
ゃ
れ
言
葉
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
戯
曲
・
小
説
に
見
え
る
「
露
馬
脚
」
の
用
例
と
し
て
は
、
嘉
靖
年
間
の
陸
采
『
南
西
廂
記
』
が
管
見
の
限
り
で
は

最
も
早
く
、
下
っ
て
万
暦
二
十
（
一
五
九
二
）
年
前
後
よ
り
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
露
馬
脚
」
の
語
が
形
成
さ
れ
た
時
期
は
更

に
遡
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
語
が
十
六
世
紀
後
半
以
降
、
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

二
・
六
　「
露
根
脚
」
と
い
う
表
現

と
こ
ろ
で
、
明
の
無
名
氏
の
『
白
袍
記
』
伝
奇
第
三
十
齣
に
、
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

わ
し
が
出
て
こ
な
か
っ
た
ら
、
あ
や
う
く
根
脚
を
さ
ら
け
出
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ぞ（

（5
（

。

『
白
袍
記
』
は
唐
の
将
軍
・
薛
仁
貴
の
物
語
を
扱
う
。
薛
仁
貴
は
太
宗
の
高
麗
（
高
句
麗
）
征
討
に
従
軍
し
、
た
び
た
び
功
績
を
上

げ
る
が
、
い
ず
れ
も
上
官
の
張
士
貴
に
横
領
さ
れ
る
。
薛
仁
貴
が
軍
の
慰
問
に
訪
れ
た
尉
遅
敬
徳
に
対
し
て
功
績
を
述
べ
立
て
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
張
士
貴
が
登
場
し
て
一
喝
し
て
退
け
、
引
用
し
た
セ
リ
フ
を
言
う
。
こ
こ
で
は
、「
根
脚
を
さ
ら
け
出
」
す
、
原
文
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「
弄
出
根
脚
」
が
「
露
馬
脚
」
と
同
様
に
、
悪
事
が
露
見
す
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

『
白
袍
記
』
は
万
暦
年
間
の
金
陵
の
書
肆
・
富
春
堂
の
刊
本
が
現
存
し
て
い
る
が
、
第
三
十
一
齣
の
字
句
が
、
嘉
靖
年
間
刊
本
が
現

存
す
る
散
齣
集
（
戯
曲
の
名
場
面
集
）『
風
月
錦
嚢（

（5
（

』
巻
十
七
所
収
の
「
薛
仁
貴
自
嘆
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、
嘉
靖
年
間
に

は
富
春
堂
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
風
月
錦
嚢
』
は
葉
盛
『
菉
竹
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
成
化
年

間
以
前
の
成
立
で
あ
り
、『
白
袍
記
』
の
成
立
時
期
も
明
代
前
半
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
万
暦
年
間
の
散
齣
集
『
大
明
春
』
巻
六
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

瓦
の
上
に
葱
を
植
え
る

―
根
脚
が
丸
見
え（

（5
（

。

明
代
の
散
齣
集
に
は
、
各
葉
を
上
・
下
二
層
、
あ
る
い
は
上
・
中
・
下
三
層
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
戯
曲
の
名
場
面
の
み
な
ら
ず
、

小
曲
・
小
咄
な
ど
を
収
録
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、『
大
明
春
』
も
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
、「
根
脚
が
丸
見
え
」、
原
文

「
露
出
根
脚
」
は
、
中
層
に
「
彙
選
江
湖
方
言
」
と
題
し
て
俗
語
・
こ
と
わ
ざ
の
類
を
列
挙
し
て
い
る
中
に
見
え
る
。「
根
脚
」
は
本
来

植
物
の
根
を
指
す
が
、
そ
こ
か
ら
魂
胆
・
陰
謀
と
い
っ
た
意
味
が
派
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
大
明
春
』
の
巻
首
題
は
『
鼎
鍥
徽
池
雅
調
南
北
官
腔
楽
府
点
板
曲
響
大
明
春
』
で
あ
る
が
、
徽
池
雅
調
と
は
、
安
徽
で
行
わ
れ
た

徽
調
・
池
州
調
な
ど
の
弋
陽
腔
系
諸
腔
を
指
し
て
い
る
。『
白
袍
記
』
も
弋
陽
腔
系
の
台
本
で
あ
り
、
両
者
の
文
化
的
共
通
性
を
窺
わ

せ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
六
世
紀
に
は
「
露
馬
脚
」
と
同
時
に
「
露
根
脚
」
と
い
う
表
現
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

「
露
馬
脚
」
と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
定
着
し
た
時
期
が
、
存
外
古
く
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二
・
七
　
江
南
の
地
域
性

胡
竹
安
『
水
滸
詞
典（

（5
（

』
の
「
露
馬
脚
」
項
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

［
方
］
呉
語
で
蘇
州
・
上
海
な
ど
の
地
に
こ
の
用
法
が
あ
る（

（5
（

。

ま
た
、
石
汝
傑
・
宮
田
一
郎
『
明
清
呉
語
辞
典（

（6
（

』
も
「
馬
脚
」
の
項
を
立
て
て
い
る
し
、
二
・
一
で
馬
の
蹄
鉄
由
来
説
を
提
唱
し
て

い
た
の
は
厳
芙
孫
『
上
海
俗
語
大
辞
典
』
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
明
代
に
お
け
る
馬
脚
の
用
例
に
つ
い
て
も
、『
南
西
廂
記
』
を
撰
し
た
陸
采
は
蘇
州
の
人
で
あ
る
。
ま
た
、
世
徳
堂
と
富

春
堂
は
い
ず
れ
も
金
陵
（
南
京
）
唐
氏
の
書
肆
で
あ
り
、『
幽
閨
記
』
を
刊
行
し
た
容
与
堂
は
虎
林
、
す
な
わ
ち
杭
州
の
書
肆
、『
元
曲

選
』
を
編
ん
だ
臧
懋
循
は
浙
江
長
興
県
の
人
で
あ
る
な
ど
、
江
蘇
と
そ
の
周
辺
、
い
わ
ゆ
る
江
南
地
域
を
文
化
的
背
景
と
し
て
い
る
。

と
も
な
れ
ば
、「
馬
脚
を
露
わ
す
」
と
い
う
表
現
は
明
代
後
期
、
江
南
に
お
い
て
花
開
い
た
通
俗
文
化
を
背
景
と
し
て
定
着
し
、
広

ま
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

三
．
お
わ
り
に

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
中
国
に
お
け
る
「
馬
脚
を
露
わ
す
」
の
語
源
と
し
て
は
、
驢
馬
を
飾
っ
て
麒
麟
に
見
立
て
る
唐
代
の
芸
能
に
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起
源
す
る
と
い
う
説
が
、
目
下
、
最
も
有
力
で
あ
る
。
一
方
で
、
宋
代
に
は
「
露
手
脚
」、
さ
ら
に
明
代
に
は
「
露
根
脚
」
な
ど
の
類

似
し
た
表
現
が
あ
り
、
明
の
嘉
靖
年
刊
か
ら
万
暦
年
間
の
頃
に
「
露
馬
脚
」
と
い
う
表
現
が
、
江
南
の
地
域
文
化
を
背
景
と
し
て
定
着

し
、
通
俗
文
学
を
中
心
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

魯
迅
は
『
華
蓋
集
続
編
』
の
「
我
還
不
能
“
帯
住
”」
で
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

私
は
悟
っ
た
。
だ
か
ら
（
筆
を
：
筆
者
補
）
常
に
用
い
、
何
よ
り
も
麒
麟
の
皮
の
下
の
馬
脚
を
露
わ
さ
せ
る
た
め
に
用
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
だ
、
と（

（6
（

。

こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
「
麒
麟
の
皮
の
下
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
麒
麟
楦
」
の
故
事
と
「
馬
脚
を
露
わ
す
」
と
い
う
語
を
結
び
つ
け

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
馬
脚
」
と
い
う
語
の
地
域
性
、
特
に
『
在
園
雑
志
』
に
見
え
る
清
代
の
「
麒
麟
皮
」
が
浙
江
省
杭
州
の
官
庁

に
保
存
さ
れ
た
蕭
山
県
産
の
も
の
で
あ
り
、
蕭
山
県
が
魯
迅
の
出
身
地
の
紹
興
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
江
南
の
地
域

文
化
に
根
ざ
し
て
出
て
き
た
言
い
回
し
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
我
が
国
で
は
、
江
戸
時
代
に
『
水
滸
伝
』
や
『
西
遊
記
』、
三
言
二
拍
な
ど
の
通
俗
白
話
文
芸
の
翻
案
を
通
じ
て
こ
の
言
葉
が

広
ま
っ
た
が
、
歌
舞
伎
の
「
馬
の
脚
」
に
起
源
す
る
と
い
う
の
は
不
正
確
な
俗
説
に
過
ぎ
な
い
。
国
語
辞
典
の
類
で
元
雑
劇
『
陳
州
糶

米
』
が
出
典
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
清
の
翟
灝
の
『
通
俗
編
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
演
劇
の
台
本
が
典
故
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
中
国
伝
統
演
劇
を
知
ら
な
い
人
に
と
っ
て
俗
説
へ
の
信
憑
性
を
与
え
る
も
の
に
映
り
、
つ
い
に
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
幼
少
の
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
「
ゲ
ー
ム　

ホ
ン
ト
に
ホ
ン
ト
？
」
で
こ
の
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
歌
舞
伎
の
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映
像
を
交
え
て
「
馬
の
脚
」
起
源
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
視
聴
し
、
幼
心
に
、
ど
う
見
て
も
人
の
脚
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
か
わ
い
げ
の
な
い
子
供
の
感
想
で
は
あ
る
が
、
は
か
ら
ず
も
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
善
良
な
る
「
馬
の
脚
」
は
決

し
て
腹
黒
さ
を
包
み
隠
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
名
誉
回
復
が
急
が
れ
る
。

一
方
で
、
我
が
国
に
お
い
て
歌
舞
伎
起
源
説
が
発
生
し
定
着
し
た
過
程
を
、
筆
者
は
詳
ら
か
に
し
え
て
い
な
い
。『
日
本
国
語
大
辞

典
』
の
前
身
で
あ
る
戦
前
の
『
大
日
本
国
語
辞
典（

（6
（

』
が
語
源
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
意
外
と
新
し
い
説
な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
語
学
や
日
本
演
劇
の
専
門
家
に
よ
る
今
後
の
研
究
に
委
ね
た
い
。

ま
た
、
中
国
に
お
け
る
「
露
馬
脚
」
の
出
現
・
定
着
過
程
に
つ
い
て
も
、
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し

て
、
筆
者
の
「
馬
脚
を
露
わ
す
」
考
論
を
締
め
く
く
り
た
い
。

＊
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
「
中
国
古
典
戯
曲
の
「
本
色
」
と
「
通
俗
」
～
明
清
代
に
お
け
る
上
演
向
け
伝
奇
の
総
合
的

研
究
」（
平
成
29
～
令
和
2
年
度
、
基
盤
研
究
（
B
）、
課
題
番
号
：
1
7
Ｈ
0
2
3
2
7
、
研
究
代
表
者
：
千
田
大
介
）
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

注（
1
）
鄭
騫
校
訂
『
校
訂
元
刊
雑
劇
三
十
種
』（
世
界
書
局
、
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
。

（
2
）「
正
末
騎
竹
馬
上
開
」

（
3
）「
正
末
背
剣
蹅
竹
馬
児
上
開
」

（
4
）「
蕭
何
蹅
竹
馬
児
上
了
」

（
5
）
以
下
の
引
用
は
『
孤
本
元
明
雑
劇
』（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
八
年
、
景
商
務
印
書
館
涵
芬
楼
一
九
三
九
年
排
印
本
）
に
よ
る
。
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（
6
）「
大
末
扮
官
人
跚
馬
児
領
祗
従
上
」

（
7
）「
正
末
同
廉
頗
躧
馬
児
上
」

（
8
）
同
図
巻
に
つ
い
て
は
、
中
国
中
央
電
視
台
編
、
岩
谷
貴
久
子
・
張
京
花
訳
『
中
国
絵
画
の
精
髄　

国
宝
に
秘
め
ら
れ
た
二
十
五
の
物
語
』

（
科
学
出
版
社
東
京
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
図
はW

ikim
edia Com

m
ons

（https://com
m

ons.w
ikim

edia.org/w
iki/File:明

憲
宗

元
宵

行
樂

圖
3.jpg

）
よ
り
引
用
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
日
最
終
確
認
）。

（
9
）
以
下
の
引
用
は
銭
南
揚
校
注
『
永
楽
大
典
戯
文
三
種
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
第
二
版
）
に
よ
る
。

（
10
）「（
末
出
唱
）【
三
台
令
】
一
声
鼓
打
鼕
鼕
，
一
棒
鑼
声
嘡
嘡
。（
丑
出
接
）
騎
馬
也
匆
匆
。（
末
）
相
公
馬
上
意
悠
揚
。（
白
）
看
馬
王
二

斉
和
着
。（
丑
）
馬
蹄
照
。（
末
）
自
炒
自
売
。（
合
）
幫
幫
八
，
幫
幫
八
八
幫
。
…
…
【
林
裏
鶏
】
過
山
又
渡
水
。（
合
）
渡
水
小
橋
𧞪
𧞪

去
，
馬
蹄
蹀
躞
底
。（
丑
）
只
怕
馬
劣
路
崎
嶇
。
踢
殺
你
，
我
不
知
。
踏
殺
你
，
我
不
知
。」

（
11
）『
戯
曲
研
究
』
第
二
輯
、
一
九
八
〇
年
。

（
12　
『
戯
劇
芸
術
』
一
九
八
四
年
四
期
。

（
13
）『
尋
根
』
一
九
九
六
年
三
期
。

（
14
）「
外
帯
氈
笠
，
坐
馬
衣
騎
馬
，
抱
孩
上
」。
徐
凌
雲
・
胡
金
望
点
校
『
阮
大
鋮
戯
曲
四
種
』（
黄
山
書
社
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

（
15
）
劉
月
美
『
中
国
崑
曲
衣
箱
』（
上
海
辞
書
出
版
社
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
よ
り
引
用
。

（
16
）
京
劇
『
紅
鬃
烈
馬
』
の
薛
平
貴
。
俳
優
は
于
魁
智
。
筆
者
撮
影
。

（
17
）「
生
浄
丑
騎
馬
上
唱
」。
銭
南
揚
校
注
『
元
本
琵
琶
記
校
注　

南
柯
夢
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
る
。

（
18
）
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
、
景
上
海
開
明
書
局
排
印
本
に
よ
る
。

（
19
）「
內
作
人
馬
哄
動
叫
請
介
郭
小
侯
鞭
馬
上
」。『
六
十
種
曲
』
本
に
よ
る
。

（
20
）「
作
鞭
馬
欲
回
」

（
21
）「
生
乗
車
小
浄
乗
馬
丑
執
鞭
随
上
」

（
22
）「
生
、
付
浄
執
鞭
、
小
旦
乘
車
、
雜
車
夫
、
末
随
上
合
唱
介
」

（
23
）「
馬
跳
過
丑
身
上
」
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（
24
）『
琵
琶
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
前
掲
銭
南
揚
校
注
『
元
本
琵
琶
記
校
注　

南
柯
夢
校
注
』
前
言
参
照
。

（
25
）
図
は
、『
華
夏
文
化
百
科
』「
正
字
戯
」
ペ
ー
ジ
（https://w

iki.hygx.org/index.php?title=%
E6%

A
D

%
A

3%
E5%

A
D

%
97%

E6%
88%

8F&
variant=zh-hk

）
よ
り
引
用
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
日
最
終
確
認
）。

（
26
）『
中
国
戯
曲
劇
種
大
辞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
。

（
27
）「
南
都
万
暦
以
前
，
公
侯
与
縉
紳
及
富
家
凡
有
讌
会
、
小
集
，
多
用
散
楽
，
或
三
四
人
，
或
多
人
，
唱
大
套
北
曲
…
…
。
若
大
席
，
則
用

教
坊
打
院
本
，
北
曲
四
大
套
。
…
…
後
乃
変
而
尽
用
南
唱
…
…
。
大
会
則
用
南
戯
，
其
始
止
二
腔
，
一
為
弋
陽
，
一
為
海
塩
。
弋
陽
則
錯

用
郷
語
，
四
方
士
客
喜
閲
之
。
海
塩
多
官
語
，
両
京
人
用
之
。
後
則
又
有
四
平
，
乃
稍
変
弋
陽
而
令
人
可
通
者
。
今
又
有
崑
山
，
校
『
海

塩
』
更
為
清
柔
而
婉
折
也
。」
譚
棣
華
・
陳
稼
禾
点
校
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
排
印
本
に
よ
る
。

（
28
）
湖
南
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

（
29
）『
民
族
芸
術
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
。

（
30
）『
文
化
学
刊
』
二
〇
一
六
年
三
期
。

（
31
）「
帝
嘗
于
上
元
夜
微
行
京
師
。
時
俗
好
為
隠
語
，
相
猜
以
為
戯
。
乃
画
一
婦
赤
足
懐
西
瓜
，
衆
嘩
然
。
帝
就
観
，
已
心
喩
之
，
曰
：『
是

謂
淮
西
婦
人
好
大
脚
也
。』
甚
啣
之
。
遂
于
是
夜
著
人
以
福
字
私
帖
守
分
之
門
，
明
日
招
軍
士
大
戮
其
無
福
字
者
。
蓋
馬
后
淮
西
人
，
故

云
。
江
南
風
俗
，
至
今
除
夜
猶
以
福
字
帖
門
。」『
玄
覧
堂
叢
書
』（
国
立
中
央
図
書
館
出
版
、
正
中
書
局
印
行
、
一
九
八
七
年
）
所
収
清

初
刊
本
影
印
に
よ
る
。

（
32
）
雲
軒
出
版
部
、
一
九
二
四
年
。

（
33
）
中
国
国
際
広
播
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
34
）
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
35
）『
朝
野
簽
載
』
の
現
行
本
に
は
収
録
さ
れ
な
い
。

（
36
）「
唐
衢
州
盈
川
県
令
楊
炯
。
詞
学
優
長
。
恃
才
簡
倨
。
不
容
於
時
。
每
見
朝
官
。
目
為
麒
麟
楦
許
怨
。
人
問
其
故
。
楊
曰
。
今
餔
楽
假
弄

麒
麟
者
。
刻
画
頭
角
。
脩
飾
皮
毛
。
覆
之
驢
上
。
巡
場
而
走
。
及
脱
皮
褐
。
還
是
驢
馬
。
無
徳
而
衣
朱
紫
者
。
与
驢
覆
麟
皮
何
別
矣
。」

中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
排
印
本
に
よ
る
。
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（
37
）「
人
為
狡
猾
者
所
窺
，
裝
之
為
麒
麟
楦
而
不
知
。
…
…
一
旦
時
移
勢
去
，
則
持
鼓
篩
鑼
者
揭
其
布
画
畫
之
麒
麟
皮
而
去
，
乃
丟
下
一
大
叫

驢
，
則
先
之
聚
耍
麒
麟
者
乃
持
棒
乱
撃
之
。」『
四
庫
未
収
書
輯
刊
』（
北
京
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
、
清
康
熙
間
刻
本
影
印
に
よ
る
。

（
38
）「
余
昔
守
括
蒼
，
兼
攝
杭
郡
。
於
藩
庫
見
一
草
楦
麒
麟
皮
，
係
牛
産
於
蕭
山
民
家
。
首
肖
牛
，
小
角
嶄
然
，
遍
身
鱗
甲
。
鱗
大
於
銭
而
色

黒
，
及
踵
皆
有
。
尾
似
紈
扇
而
円
，
小
鱗
甲
砌
満
。」
巻
四
「
麒
麟
皮　

空
青
殻
」。
張
守
謙
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
排
印
本
に

よ
る
。

（
39
）「
仏
手
難
蔵
、
驢
脚
自
露
。」『
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
所
収
本
に
よ
る
。

（
40
）「
正
当
問
答
交
鋒
、
却
復
伸
手
曰
：『
我
手
何
似
仏
手
。』
…
…
却
復
垂
脚
曰
：『
我
脚
何
似
驢
脚
。』」

（
41
）「
問
：『
如
何
是
報
恩
一
霊
物
。』
師
曰
：『
喫
如
許
多
酒
糟
作
麽
。』
曰
：『
還
露
脚
手
也
無
。』
師
曰
：『
這
裏
是
甚
麽
処
所
。』『
大
正
新

修
大
蔵
経
』N

o.2076
に
よ
る
。

（
42
）「
僧
正
従
外
来
，
迎
且
笑
曰
『
手
脚
以
露
，
不
復
自
文
，
幸
小
留
共
享
。』」
何
卓
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
排
印
本
第
二
版
に
よ

る
。

（
43
）「
故
某
嘗
説
，
今
人
容
易
為
異
説
引
去
者
，
只
是
見
識
低
，
只
要
鶻
突
包
蔵
，
不
敢
説
破
。
纔
説
破
，
便
露
脚
手
。」
王
星
賢
点
校
、
中

華
書
局
、
一
九
八
六
年
排
印
本
に
よ
る
。

（
44
）「〔
浄
〕
自
不
曽
説
謊
。
略
謊
得
一
謊
。
就
露
出
馬
脚
来
。」『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
所
収
『
李
卓
吾
先
生
批
評
幽
閨
記
』
容
与
堂
刊
本

に
よ
る
。

（
45
）「
聴
知
聖
人
差
包
待
制
来
了
。
兄
弟
。
這
老
児
不
好
惹
。
動
不
動
先
斬
後
聞
。
這
一
来
則
怕
我
們
露
出
馬
脚
来
了
。」
中
華
書
局
、
一
九

五
八
年
排
印
本
に
よ
る
。

（
46
）「〔
丑
云
〕
陪
話
陪
話
真
嘔
気
，
這
面
鏡
児
誰
頂
替
。
今
番
露
出
馬
脚
来
，
虧
你
不
羞
管
徒
弟
。」『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
所
収
、『
新
刻

合
併
陸
天
池
西
廂
記
』
景
大
興
傅
氏
蔵
明
周
居
易
刊
本
に
よ
る
。

（
47
）
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
三
年
。

（
48
）「
陸
天
池
亦
作
『
南
西
廂
』，
悉
以
己
意
自
創
，
不
襲
北
劇
一
語
，
志
可
謂
悍
矣
。
然
元
詞
在
前
，
豈
易
角
勝
。」『
善
本
戯
曲
叢
刊
』（
台

湾
学
生
書
局
、
一
九
八
七
年
）
所
収
、
景
一
九
六
三
年
上
海
古
籍
書
店
景
明
刊
本
康
熙
七
年
補
刊
に
よ
る
。
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「馬脚を露わす」考論

（
49
）「
話
濃
之
間
忘
了
這
病
，
却
不
露
出
馬
脚
来
。」『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
所
収
、
景
万
暦
間
金
陵
富
春
堂
刊
本
に
よ
る
。

（
50
）「
倘
或
露
出
馬
脚
来
，
你
吾
這
場
禍
害
，
卻
是
不
小
。」
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
郁
郁
堂
刊
本
に
よ
る
。

（
51
）「
卻
莫
要
現
出
原
嘴
臉
来
，
露
出
馬
脚
，
走
了
風
汛
，
就
不
斯
文
了
。」

（
52
）「
這
廝
不
済
，
走
了
馬
脚
，
識
破
風
汛
，
屣
匾
秤
鉈
了
。」

（
53
）「
那
怪
物
做
了
三
年
皇
帝
，
又
不
曽
走
了
馬
脚
，
漏
了
風
声
。」

（
54
）「
蜢
虫
児
説
話
，
被
人
看
見
，
露
出
馬
脚
来
不
好
。」

（
55
）「
我
若
不
出
来
，
險
些
児
弄
出
根
脚
了
。」『
古
本
戯
曲
叢
刊
初
集
』
所
収
、
景
万
暦
間
金
陵
富
春
堂
刊
本
に
よ
る
。

（
56
）
孫
崇
濤
・
黄
仕
忠
箋
校
『
風
月
錦
嚢
箋
校
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。

（
57
）「
瓦
上
栽
葱

―
露
出
根
脚
。」『
善
本
戯
曲
叢
刊
』（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
四
年
）
所
収
、
景
尊
経
閣
文
庫
蔵
明
福
建
金
氏
刊
本
に

よ
る
。

（
58
）
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
59
）「［
方
］
呉
語
如
蘇
州
、
上
海
等
地
有
此
用
法
。」

（
60
）
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
61
）「
我
覚
悟
了
，
所
以
要
常
用
，
尤
其
是
用
于
使
麒
麟
皮
下
露
出
馬
脚
。」『
魯
迅
全
集
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
本
に

よ
る
。

（
62
）
上
田
万
年
・
松
井
簡
治
著
、
富
山
房
、
一
九
四
〇
～
一
九
四
一
修
訂
版
。


